Culture Promotion Caused by Popular Culture : The Revaluation of Antonio Salieri after 2018 by 大塚, 萌 & OTSUKA, Moe
千葉大学人文公共学府 研究プロジェクト論集 第 352 集 pp. 12-26 2020 年 
『文化交流研究』 
12 
 
ポップカルチャーを発端とする文化振興 
   ―2018 年以降のアントニオ・サリエリブームをめぐる動向を例に 
Culture Promotion Caused by Poplar Culture:  
The Revaluation of Antonio Salieri after 2018 
 
大塚萌 
Moe OTSUKA 
 
はじめに 
 昨今、ポップカルチャーを入り口にした文化振興に関するニュースを目にする機会が多
くなってきた。ゲーム作品やマンガ作品の舞台化、様々な企業とのコラボレーションをはじ
めとして、注目すべきはゲーム等のファンの一部が学術的な分野、ハイカルチャーにも興味
を持ち、そのファンによる需要に答える形で絶版本の復刊や講演会の開催など、文化復興に
結び付くという活動である。 
 本稿では、18 世紀から 19 世紀にかけてウィーン宮廷で活躍しながらも、長らくその存在
と作品が忘れ去られ、また同時代の作曲家モーツァルトを毒殺した疑惑をかけられた人物
として創作物の中で扱われてきた、アントニオ・サリエリ1に関する文化振興をもとに、ポ
ップカルチャーを発端とする文化振興について、その動向を概観する。 
 
ポップカルチャーを発端とする文化振興の問題提起 
 2018 年以降の「アントニオ・サリエリ」ブームに火をつけることになったきっかけは、
4 月に配信された 2 つの作品の名前が挙げられる。2018 年 4 月 4 日にスマートフォン向け
アプリゲーム「Fate/Grand Order」の新章として配信された「獣国の皇女 アナスタシア」
2と 2018 年 4 月 11 日から放映開始になったアニメ「Steins;Gate Zero」（原作テレビゲーム
の発売は 2015 年、プラットフォームはプレイステーション 3、プレイステーション 4、プ
レイステーション Vita、データダウンロード版も 2017 年 X box One 発売）3である。どち
らの作品も「アントニオ・サリエリ」を扱ったシナリオを展開し、長いことその存在も作品
も埋もれていた「サリエリ」の名前をポップカルチャーの場に大々的に知らしめるものにな
った。 
 どちらの作品の場合にも、その受容者たちの大半は主に 10 代から 30 代程度の若い世代
が中心であると考えられ、サリエリの名前すら知らないか、あるいはミロス・フォアマンの
 
1 Antonio Salieri の日本語表記には、原語に忠実な「アントーニオ・サリエーリ」や、ポップカルチャー
作品等で表記される「アントニオ・サリエリ」などがあるが、本稿では「アントニオ・サリエリ」と表記
し、書名などに含まれる場合にはその表記法に従う。 
2 TYPE-MOON「Fate/Grand Order 公式サイト」https://www.fate-go.jp/ 
3 MAGES・Nitroplus「アニメ Steins;Gate Zero 公式サイト」http://steinsgate0-anime.com/、
MAGES・Nitroplus「ゲーム Steins;Gate Zero 公式サイト」http://steinsgate0.jp/ 
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映画「アマデウス」からサリエリのイメージを得た者がほとんどで、史実的なアントニオ・
サリエリに関する知識を持つ者は少数であったと思われる。実際に、日本語で読めるサリエ
リに関するまとまった資料は水谷彰良による『サリエーリ モーツァルトに消された宮廷
楽長』（音楽之友社・2004 年）のみであり、それも二刷分で絶版していたため 2018 年時点
で容易に手に入るものではなかった。 
 特にゲーム「Fate/Grand Order」は、世界中の神話、伝説、歴史上の人物を英霊（サー
ヴァント）として従え探索する RPGであり、これらのキャラクターが登場するメインシナ
リオのほかにサーヴァントごとの個別ストーリーなどが描かれ、サーヴァントのもととな
った神話、伝説、歴史上の人物の人柄やエピソードを盛り込んだテクストが売りになってい
る4。そのため、ゲーム上の描写をきっかけにして該当キャラクターのモデルとなった歴史
的資料を手に取るファンが発生することになった。 
 
実際に、サリエリより以前に同ゲームに登場した江戸時代末期の土佐藩郷士・岡田以蔵に
関する歴史書『正伝 岡田以蔵』（戎光祥出版・2014 年）が通常の歴史書籍の 5 倍売れた、
という現象が起こった。これは、18 年 6 月に配信された同ゲーム内イベントに岡田以蔵が
登場することを受け、ファンから出版社の公式 Twitter に書籍宣伝のアドバイスが来たため
Twitter で告知したところ、一か月もたたないうちに売り切れ、増刷が決定したものである。
それにとどまらず、同年 8 月からは五、六刷のタイミングからゲームに登場する岡田以蔵
のキャラクターの描かれたコラボ帯を使ったところ、同社編集長によれば「経験したことの
ないほどのスピードで売れ」るという、異例の盛況さを見せた5。 
 それだけではなく、2016 年から当該ゲームに登場するキャラクターに関する書籍を扱っ
たフェアを行った紀伊国屋書店でも売り上げが伸びた、という報告がある。フェアの中に含
まれた書籍の中には、『炎の戦士クーフーリン／黄金の戦士フィン・マックール―ケルト神
話ファンタジー』（筑摩書房・2013 年）や『ギルガメッシュ叙事詩』（筑摩書房・1998 年）
など絶版書が含まれていたのを復刊して売り出すなど行っている6。 
 これらの事実について、サリエリに関する作品群にも共通することであるが特異なのは、
特にこうした歴史書や学術書の顧客は中高年男性が中心であったのに、この一連の流れで
10 代や 20 代、女性も購入客層になり、新規顧客獲得につながった、ということである7。 
 
 一方でこのような現象は、業界を予期しなかった喜びで沸かせたが、業界の常識を揺るが
せその戸惑いが吐露された結果、顧客を落胆させる結果をも引き起こした。 
 本稿が対象としているサリエリに関するほぼ唯一の網羅的和文学術書である『サリエー
 
4 TYPE-MOON「Fate/Grand Order 公式サイト」https://www.fate-go.jp/ 
5 吉成早紀（2019）「謎めいたヒット現象をひもとく FGO 経済圏」、『日経トレンディ』454 号（2019 年
12 月号）、pp. 181-183、日経 BP 
6 前掲書、pp. 182-183 
7 前掲書、pp. 182-183 
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リ モーツァルトに消された宮廷楽長』は前述の通り絶版していたのだが、ファンたちの熱
意は当該本を読みたいという要求活動に結実し、出版社である音楽之友社への問い合わせ
や、絶版・品切れ本のリクエストを集め復刊させる WEB サービス「復刊ドットコム」への
投票という目に見える形の活動になった。これに対し、音楽之友社の出版部書籍課は 2018
年 7 月に「『サリエーリ モーツァルトに消された宮廷楽長』（絶版）への多数のお問い合わ
せ有り難うございました。」8とツイートしている。 
一方「復刊ドットコム」では、「二〇一八年五月二日に一〇票だったリクエストが一〇日
間で三〇〇票、その三日後には四〇〇票に達し」9、その知らせを受けて増補改訂を条件に
出版を承諾した作者が増補改訂作業を行っていた 7, 8 月のうちに「復刊リクエストが一〇
〇〇票を超える事態」となり、作者を「驚愕するとともに、投票者の熱い思いにも胸を打た
れました」10と言わしめた。 
 ところが、この『サリエーリ』復刊の動きに対し、2018 年 7 月に自費出版サービスを展
開しているパレードブックスが運営する、自費出版に関する情報を提供する WEB サイト
「本づくり研究所」が発行する研究レポート 56 の「復刊ドットコムに聞いてみよう」11に
おける「復刊ドットコム」編集部長の澤田勝弘の発言がいわゆる「炎上」することになった。
インタビュアーからリクエストの傾向を聞かれた澤田は以下のように回答している（引用
部下線筆者）。 
 
    澤田さん 
  やっぱり漫画が一番人気かな。特に、SNSに抵抗のない若い方のリクエストが 
    多いです。投票数が集まれば基本的には復刊に向けて動きますが、実際にどれくら 
    い需要があって、何冊作るべきかはクールな目で見る必要がありますね。 
     たとえば最近、サリエーリという作曲家の本にかなりの数の投票が入ったんで 
    す。不思議に思って調べてみると、どうやらスマホゲームで、彼をモデルにしたキ 
    ャラクターが出たらしくて、それで彼の著作が注目されたんだけど、ガッチガチの 
    学術書なんですよ（笑）。とても投票した層が好きそうには思えない。 
 
 
 
8 音楽之友社出版部書籍課（@shosekika）「『サリエーリ モーツァルトに消された宮廷楽長』（絶版）へ
の多数のお問い合わせ有り難うございました。なお、サリエーリについては、同じ著者水谷彰良氏による
『新 イタリア・オペラ史』の「古典期のイタリア・オペラ」の章でも生涯や作品の紹介がされ、当時人
気作曲家だったことが記されています」、2018/7/24、19:56、Tweet
（https://twitter.com/shosekika/status/1021710809590771717） 
9 水谷彰良（2019）『サリエーリ 生涯と作品 モーツァルトに消された宮廷楽長（新版）』復刊ドットコ
ム、p. 344 
10 前掲書、p. 245 
11 本づくり研究所「復刊ドットコムに聞いてみよう」（2018/07/19）https://lab.p-
press.jp/report/report56.html（現在リンク切れだが、web アーカイブから閲覧可能：
https://web.archive.org/web/20180722121632/https://lab.p-press.jp/report/report56.html） 
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    研究員 
     「文豪とアルケミスト」12でも好きな文豪＝よく読む作家ではないですからね 
    （笑）。 
 
    澤田さん 
     そうですね。ネットの盛り上がりと現実の需要は違うので。 
 
 二人の会話において話題となっているのは、インターネット上の盛り上がりと現実の需
要の乖離についての指摘である。確かに、引用部で指摘されている通り、ポップカルチャー
において実在の人物や歴史上の人物がモデルになったキャラクターに人気が出たとしても、
作品の中のキャラクターとモデルになった人物の関連性を強く見出し、モデルとなった人
物に関する書籍等の需要が高まるのは、ファンの中の一部に限った動きであると言えるだ
ろう。しかし逆に、作品の中のキャラクターへの興味が高じてモデルとなった人物のことを
知りたい、と考えるファンは一定数存在し、作品受容者の母数が大きければ大きいほどそう
したファンの数は増えるだろう。現に前述の通り、特に「Fate/ Grand Order」を入口にし
てサリエリ以外のキャラクターに関する学術書など関連書籍が売れたという事実はすでに
あった。また『サリエーリ』に関していえば、サリエリという人物に興味を持ったファンの
増加の仕方と数には、著者である水谷を驚かせるほどのものがあったのである。たとえポッ
プカルチャーに登場するキャラクターが興味の発端であったとしても、絶版した学術書に
辿り着いた層は特に熱心にサリエリのことを知りたがったファンであると言え、その知へ
の要求活動を単なるインターネット上の一過性の盛り上がりと同一視することはできない
のではないかと考えられる。 
 この澤田の従来の学術書にはなかった新たな受容者を受容者として否定するような発言
に対して、『サリエーリ モーツァルトに消された宮廷楽長』の復刊を望んだ層に留まらず、
ゲームを出発点として学術的知識意欲を喚起された層も含め、広く反発が起きた。現在では
謝罪とともに該当記事は削除され、「復刊ドットコム」からも謝罪とともに該当書籍の復刊
を知らせるメールが配信された13。 
 
 以上の、ゲーム、アニメを発端とした文化振興における学術書、歴史書の分野の動向は、
業界にとって新たな顧客層の獲得、拡大に確実につながっていることがわかる。しかしその
一方で、従来の受容層からは考えられないような受容経路、受容者分布が業界を戸惑わせる
ことは事実であるようだ。また、この経済効果が一過性のものでなく持続性のあるものであ
るかどうかに疑念を抱くのは経済活動としては仕方のないことであるのかもしれない。し
 
12 日本の作家を中心に、実際の作家をモデルとしたキャラクターが多数登場するブラウザゲーム、および
スマートフォン向けアプリゲーム。 
13 ただし、この内容の広報は該当書籍に投票を行った対象者のみにメールで行われたものであり、会社の
態度として評価できない点を含んだものである。 
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かしその疑念を決めつけてかかれば、この各種 SNS で瞬時に情報が拡散される時代に「本
づくり研究所」及び「復刊ドットコム」の二の舞になるのは確実である。 
 そして本稿で取り上げるサリエリをめぐる書籍出版、講演会、演奏会について見ると、
2018 年 4 月以降、直接的にこのブームを受けたものにしろ、そうでないものにしろ、それ
以前とは比べ物にならないほどの実績が積み重ねられてきている。 
 以下では、アントニオ・サリエリをめぐって 2018 年から 2020 年にかけて日本国内でサ
リエリを題材に扱った文化活動をまとめ、ポップカルチャーを発端とする文化振興の動向
を考察するものである。 
 
『サリエーリ 生涯と作品』の復刊とそれにかかわる講演等 
 サリエリブームによって新たに生まれた受容者を学術的な興味へとつなぎ、その作品・人
となりの案内人を務めたのは、前述の『サリエーリ モーツァルトに消された宮廷楽長』の
著者、水谷彰良であった。音楽・オペラ研究家であり、日本ロッシーニ協会会長を務める水
谷は、特に音楽学、イタリア・オペラ史、ロッシーニにかかわる著作、論考を執筆し、海外
ツアーの講師を務めるなどオペラ鑑賞の手引きを務めているが、その水谷が 2004 年に音楽
之友社から出版したのが『サリエーリ モーツァルトに消された宮廷楽長』である。水谷が
サリエリに関心を持ったのは、18 世紀後半のウィーンのイタリア・オペラ上演に関する音
楽環境が、常にモーツァルトを中心に叙述されることへの疑問からであった14。 
現時点（2020 年 2 月）では、後にも先にも日本語でまとまったサリエリに関する伝記、
作品解説、上演記録資料などを含む資料は水谷のこの書籍だけである。サリエリに関する論
文は国内にいくつか存在するが、その大半はサリエリを扱った創作をテーマに扱ったもの
であり、サリエリの作品それ自体を扱ったものは少ないと言わざるをえない。国外に目を向
ければサリエリの伝記を手に入れることはできても、英語、ドイツ語やロシア語などの外国
語能力を求められるものであり、広く読める環境の整った状態ではなかった。 
そもそも、このサリエリブームを通じて生じたファンたちは、何もサリエリの作品に関
する詳細な分析が知りたいわけではなかった。ゲームやアニメからサリエリの名を知り、い
ったいどんな人物であったか知りたいと感じたポップカルチャー受容者たちが、サリエリ
に関する時代や作品、人となりをおおまかに知るためにアクセスするのに最適な資料はこ
の水谷の『サリエーリ』だけだったのである。 
 
 しかし、前述の通り 2018 年時点ではこの本は絶版状態にあった。頼りになるのは各県・
市立図書館（全国で 50 館程度所蔵）、大学図書館（全国で 120 館程度所蔵）であった。し
かしサリエリに関心を持った層が借りるだけではなく手元に欲しい、と思うのも当然の流
れであり、出版元であった音楽之友社への問い合わせ、また絶版本の復刊リクエストサービ
ス「復刊ドットコム」への復刊リクエスト投票が行われた。その要求が目に見えて反響を呼
 
14 水谷彰良（2004）『サリエーリ モーツァルトに消された宮廷楽長』音楽之友社、p. 316-317 
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んだのは「復刊ドットコム」への投票であり、繰り返しになるがその勢いは「二〇一八年五
月二日に一〇票だったリクエストが一〇日間で三〇〇票、その三日後には四〇〇票に達し」、
その知らせを受けて増補改訂を条件に出版を承諾した作者が増補改訂作業を行っていた 7, 
8 月のうちに「復刊リクエストが一〇〇〇票を超える事態」となり、作者を驚かせた。 
 当該書籍の投票ページでは、リクエスト投票したユーザーのコメントが見られるが、2018
年以降のコメントでは「某ゲーム」、おそらく時期的に「Fate/Grand Order」がきっかけに
なったというものが目立ち、「Fate/Grand Order」を名指しにしているものも見受けられる。
ゲームをきっかけとして、興味を持って調べたところこの書籍に行き当たり、買おうと思っ
たが絶版だった、中古価格が高騰していた、図書館で借りて読んだがぜひ手元に置きたい、
というコメントが散見される15。もちろん映画「アマデウス」の名前も見られるが、その数
の差には圧倒的なものがある。 
 こうして熱い復刊リクエストを受けた当該書籍は、音楽・オペラ専門の研究者である水谷
をその興味の間口の意外さで驚かせながらも、水谷本人があとがきで記している様子から
推し量るに、1、2 か月のうちに復刊が決定された。それは単なる復刊ではなく、旧版が出
版されてからのサリエリ研究の進展とサリエリ復権の進捗を盛り込むという研究的視点か
ら、それに加えてゲームからサリエリに興味を持ち、当該書籍を読みたいと期待した新しい
読者のために、サリエリの人物像に対する逸話や証言を増やすという 2 つの理由から増補
改訂版を出すに至った16。特に後者の要望を満たすため、文体を変えて文章を簡潔にし、伝
記部分は読みやすい記述を心掛け、専門書として必要ではあるが一般読者には不要なオペ
ラのあらすじや楽曲構成、オペラ上演をめぐる環境、最新研究の内容などの詳細も増補しつ
つも、それを飛ばして読んでもサリエリの生涯、実像、功績についてまとまった知見が得ら
れるように、と水谷は工夫を凝らしている。 
 
 増補改訂された新版『サリエーリ 生涯と作品』は復刊ドットコムから 2019 年 1 月に出
版された17。水谷による、この彼にとっても新しいサリエリ受容者たちのための専門家とし
ての知識の橋渡しはこれだけに留まらず、2019 年に繰り返し講演、講座に出演している。 
 2019 年 2 月には、史実に基づき歴史上の食を再現するプロジェクトを展開している音食
紀行の主催するイベント「サリエリナハトフェスト」（東京・東京ドイツ文化センターOAG
ホール）18で水谷が講演会を行っている。このイベントは 200 人ほどの規模で企画された
が、申し込み開始後数分で満席、イベントページのサーバーがダウンし、急遽イベント同日
 
15 復刊ドットコム「『サリエーリ モーツァルトに消された宮廷楽長』復刊投票コメント一覧」
https://www.fukkan.com/fk/ItemComment?i_no=68326778 
16 水谷彰良（2019）『サリエーリ 生涯と作品 モーツァルトに消された宮廷楽長（新版）』p. 345、復
刊ドットコム 
17 予約販売分については 2018 年 12 月に刊行。 
18 音食紀行第 86 回 (2019/02/03) 【日本・オーストリア友好 150 周年】サリエリナハトフェスト、
NAXOS JAPAN「2019/2/3(SUN)「サリエリナハトフェスト」イベントレポート」
https://naxos.jp/special/salieri_nacht_fest_report/ 
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の午前・午後開催に規模を拡大した。参加人数は、午前の部 153 名、午後の部 208 名とな
った。水谷による記念講演と、音食紀行が提供するサリエリゆかりの菓子と飲み物が提供さ
れたほか、サリエリ関連書籍・CD、アクセサリーの販売も行われた。 
 3 月には、ピアノ演奏会×トークイベント「サリエリムジカ～音楽と砂糖の事ばかり考え
る日～」（大阪・大丸心斎橋劇場）19が開催された。2 部構成のこのイベントは、第 1 部は、
コラムニストの高野麻衣と作曲家・編曲家・ピアニストの林そよかによる「ウィーンとパリ
の宮廷クラシック」と称し、「サリエリのウィーン在住 50 周年記念式典」をテーマにした朗
読と、サリエリにかかわるいくつかの楽曲の演奏、二人によるトークが行われた。 
第 2 部は水谷による講演会で、サリエリの活躍と作曲したオペラの音源・映像からの解説
などが行われた。また、サリエリ関連書籍・CD、アクセサリーの販売も行われた。 
 4 月からは、NAXOS JAPAN の公式サイトにおいて、水谷がサリエリの楽曲を解説する
コラム「水谷彰良の「聴くサリエーリ」」20が連載開始になった。毎月更新のこのコラムは、
サリエリの作曲したオペラ、器楽曲などをテーマに、コラムのページ上でナクソス・ミュー
ジック・ライブラリーの音源を聞きながら、水谷による音源の中の演奏箇所のピンポイント
を交えながら解説を読むことができるという、オペラやクラシック初心者にも配慮した作
りになっている。 
 同じく 4 月には、朝日カルチャーセンターの講座「サリエーリ復活 モーツァルトに消
された宮廷楽長」（東京・新宿）が開催された21。9 月には、大阪よみうり文化センターで「水
谷彰良講演会「サリエーリ─モーツァルトに消された宮廷楽長」」が開催されている22。 
 
 ゲームをきっかけに再び注目を集めることとなったサリエリに関し、2019 年にくりかえ
し講演会・イベントが開催されたということが以上から明らかであると考えられる。 
 このようなサリエリ自身のことを知るイベント開催のほかに、このサリエリブームがも
たらしたのはサリエリの作品の復権と楽曲への注目であった。次節では、2019 年から 2020
年にかけて演奏されたサリエリの楽曲とサリエリに関する資料の読み解き活動について述
べる。 
 
サリエリの作品への再発見と再評価 
 サリエリの作った作品について、日本に限らず海外でも長い間忘れられていた。水谷によ
れば、サリエリの作曲したオペラの大半が作者の存命中に忘れ去られ、1863 年に『オルム
スの王アクスール』がシュトゥットガルトで上演されたのを最後にしばらくの間完全に忘
 
19 主催：サリエリムジカ準備委員会「サリエリムジカ」、NAXOS JAPAN「2019/3/9(SAT)「サリエリム
ジカト」イベントレポート」https://naxos.jp/special/salieri_musica_report/ 
20 水谷彰良「水谷彰良の聴くサリエーリ」NAXOS JAPAN、https://naxos.jp/special/salieri_column/ 
21 朝日カルチャーセンター・水谷彰良「サリエーリ復活 モーツァルトに消された宮廷楽長」
https://www.asahiculture.jp/course/shinjuku/952e6cb7-8c74-5baa-d590-5c4941ca4ad7/ 
22 大阪よみうり文化センター・水谷彰良「サリエーリ ―モーツァルトに消された宮廷楽長」
https://eventon.jp/17121/ 
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却されることとなった。20 世紀に入ってからは、作曲者生誕 200 年の 1950 年にイタリア
国営放送協会がミラーノで放送用に録音した『オルムスの王アクスール』からサリエリのオ
ペラ復活が始まるが、本格的にサリエリが注目を浴びるようになったのは 1979 年初演のシ
ェーファーの劇「アマデウス」が発端となる。さらにサリエリ復興の節目として特記すべき
は、生誕 250 年の 2000 年に、サリエリの故郷レニャーゴで国際研究シンポジウム「アント
ーニオ・サリエーリ（1750～1825）とウィーンの音楽劇」と連動して同地のサリエーリ劇
場で開催された「アントーニオ・サリエーリ・フェスティヴァル」である。サリエリの作曲
したオラトリオ、ミサ曲、オペラなどが上映された23。 
 日本においては、舞台「アマデウス」が上演され（1982 年初演）、続けて 1985 年に映画
「アマデウス」24が公開されアマデウス・ブームが起こったことによって、サリエリの名前
に注目が集まったのが特筆すべき出来事として挙げられるのは、海外の状況と同じである。
このアマデウス・ブームを挟んで、あるいはブームとは関係なくサリエリのオペラは数度上
映されているが、散発的で継続的な演目にはならなかった25。 
 そのような状況に対して、2018 年以降のサリエリブームの影響は長らく演目として忘れ
去られていたサリエリの作品にもまた光を当てることとなった。 
 
 2019 年 7 月には、大阪を中心に活動する室内楽団日本テレマン協会が日本テレマン協会
第 261 回定期演奏会に「サリエリ復権」と題し、演奏会を行っている26。バロック音楽から
ベートーヴェンを専門にする当該楽団は、モーツァルトの交響曲、サリエリのピアノ協奏曲
など、モーツァルト・サリエリ・コルネッティによるカンタータ27などを演奏している。こ
の演奏会については毎日新聞の大阪夕刊に記事が載り、サリエリという作曲家と彼が作っ
た楽曲について一般のメディアによっても報道されていくことになる28。 
 日本テレマン協会は、これ以降もサリエリの楽曲を扱った演奏会を行っており、2020 年
1 月に日本テレマン協会第 507 回マンスリーコンサートおよび第 267 回定期演奏会にベー
トーヴェン生誕 250 周年記念の一環として「ベートーヴェンとその師匠たち」という題の
 
23 水谷彰良（2019）『サリエーリ 生涯と作品 モーツァルトに消された宮廷楽長（新版）』pp. 327-
333、復刊ドットコム 
24 2019 年 2 月には、この映画「アマデウス」を「アマデウス LIVE シネマティック・コンサート」と
して、上映される映画に合わせてオーケストラと合唱団が生演奏するという形態で上映したが、演奏され
たのはモーツァルトの作品のみであったようだ。エイベックス･クラシックス･インターナショナル・東京
芸術劇場(公益財団法人東京都歴史文化財団)「アマデウス LIVE シネマティック･コンサート」
https://www.geigeki.jp/performance/concert158/ 
25 水谷彰良（2019）『サリエーリ 生涯と作品 モーツァルトに消された宮廷楽長（新版）』pp. 330-
332、復刊ドットコム 
26 日本テレマン協会「日本テレマン協会第 261 回定期演奏会  
サリエリ復権」http://cafe-telemann.com/190718.html?fbclid=IwAR2i3-
CefUNDEIbJC6KeDoIKA2zGzAViI9hM33Sws9vIn6S8NILMbXtz3bc 
27 2015 年に発見されたサリエリとモーツァルトによる共作のカンタータ「オフェーリアの健康回復に寄
せて」。 
28 「汚名返上！ 日本テレマン協会」毎日新聞、2019/7/17、大阪夕刊、
https://mainichi.jp/classic/articles/20190717/ddf/012/040/014000c 
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演奏会でサリエリの楽曲を演奏している。それ以外にも、6 月にもサリエリの楽曲が演奏さ
れるコンサートを予定している。 
 また、2019 年 12 月には、毎年レクイエムと題して 10 年間モーツァルトのレクイエムの
演奏会を開催してきたモーツァルト・アカデミー・トウキョウが第 11 回目の毎年レクイエ
ムにサリエリのレクイエムを演奏している29。アカデミーによれば、日本では確認できる限
りで 3 回目、オリジナル楽器では初めての演奏となった。 
 
 サリエリの楽曲演奏について追記すべきは、2020 年 1 月に東京で行われたオーケストラ
音楽朗読劇「クラシカル・クロニクル」劇中で演奏されたものである。「クラシカル・クロ
ニクル」は 18 世紀ヨーロッパの音楽・舞台で活躍した人物たちをテーマにしたプロジェク
トで、その音楽朗読劇第一弾としてサリエリを主人公としたエピソード「Op.01「マエスト
ロ・アントニオ・サリエリ」」が公開された。この企画は、名前の通り登場キャラクターた
ちによる朗読と合わせて生オーケストラの演奏が行われ、その中でいくつかサリエリの作
曲した楽曲が演奏された。その中で特筆すべきは、以下のエピソードである。劇中で演奏さ
れた「カティリーナ」、「はじめに音楽、おつぎに台詞」に関し、サリエリの楽曲は当該プロ
ジェクトが協力を仰いだ洗足学園音楽大学の所蔵に「タラール」しかなく、そのほかは国内
にも国外にも楽譜が発売されておらず、ピアニストを務めた林そよかに依頼し、オーストリ
ア国立図書館にあるサリエリ本人が 200 年前に書き上げた自筆の総譜と録音音源から現代
用の総譜とパート譜への書き起こしを作ったのである30。 
 
29 モーツァルト・アカデミー・トウキョウ「毎年レクイエム 第 11 回」Facebook、2019/12/7、
https://www.facebook.com/events/554535481790591/ 
30 クラシカル・クロニクル 1/5 オーケストラ音楽朗読劇『サリエリ』＆12/5 ドラマ CD 発売
（@Cla_Chronicle）「【サリエリの曲の楽譜について】 
今回、非常に珍しい試みだったのが本日ピアニストを務めていただいた林そよかさんにサリエリの自筆譜
をお渡しして、そこからオープニングの「カティリーナ」と「はじめに音楽、おつぎに台詞」のオーケス
トラ用の楽譜を制作いただいたことでした。」、2020/1/6、0:11、Tweet
（https://twitter.com/Cla_Chronicle/status/1213840503424176128） 
クラシカル・クロニクル 1/5 オーケストラ音楽朗読劇『サリエリ』＆12/5 ドラマ CD 発売
（@Cla_Chronicle）「通常、オーケストラで曲を演奏するためには指揮者用の総譜（全部の楽器パートが
1 つのページに詰まっているもの）と各楽器の演奏者用のパート譜、というものが必要になります。用意
するためには、市販されているものを購入するかオーケストラに所蔵されているものを使うかのどちらか
が必要です。」、2020/1/6、0:15、Tweet
（https://twitter.com/Cla_Chronicle/status/1213841545096359937） 
クラシカル・クロニクル 1/5 オーケストラ音楽朗読劇『サリエリ』＆12/5 ドラマ CD 発売
（@Cla_Chronicle）「モーツァルトのオーケストラ曲（フィガロの結婚やコジ・ファン・トゥッテなど）
については日本でも比較的有名なものが多いので、協力先の洗足学園音楽大学さんの所蔵楽譜を利用させ
ていただいたのですが、サリエリは「タラール」を除いて無く、国内でも海外でも販売されていないとい
う状況でした。」、2020/1/6、0:20、Tweet
（https://twitter.com/Cla_Chronicle/status/1213842684575543298） 
クラシカル・クロニクル 1/5 オーケストラ音楽朗読劇『サリエリ』＆12/5 ドラマ CD 発売
（@Cla_Chronicle）「しかし、「カティリーナ」と「はじめに音楽、おつぎに台詞」についてはサリエリ
本人が 200 年前に書き上げた自筆の総譜はオーストリア国立図書館の資料として残っており、また録音音
源も見つけたのでそれらを基にして、現代用の総譜とパート譜への書き起こしを林さんに依頼したという
経緯です。」、2020/1/6、0:27、Tweet
（https://twitter.com/Cla_Chronicle/status/1213844551992872961） 
千葉大学人文公共学府 研究プロジェクト論集 第 352 集 pp. 12-26 2020 年 
『文化交流研究』 
21 
 
特に「クラシック・クロニクル」の試みから明らかではあるが、サリエリの楽曲が特に日
本でなかなか演奏される機会がないのは、知名度のせいもあるが総譜とパート譜自体の流
通がほとんどない、という理由も大きいようである。 
ただし、この世界中のサリエリに対する再注目の動きが進めば、一般的な演目として定着
する可能性も否定できない。 
次項では、舞台や映像におけるサリエリに関する上演についてまとめる。 
 
舞台・映像等におけるサリエリに関する上演 
 2018 年の夏以降、サリエリを扱った舞台作品、あるいはそれを映画館上映した作品がい
くつかあるため、上映時期と合わせて概観する。 
2018 年 7 月には、2016 年にイギリスのナショナル・シアターで上演された舞台「アマデ
ウス」がナショナル・シアター・ライブ・in Japan によって各地の映画館で上映された。 
 ナショナル・シアター・ライブは、ナショナル・シアターで上演された舞台を映像化し、
各国の映画館で上映するプロジェクトである。「アマデウス」は 2018 年の日本上映第 3 弾
の中の一本として上映された。日本初上映の「アマデウス」は、7 月に池袋、吉祥寺、川崎
をはじめとする関東圏に限らず、大阪、名古屋、福岡など日本各地で上映された。そして、
2018 年 12 月、2019 年 8 月にアンコール上映されている。 
 
 2019 年には、国内舞台でもサリエリを扱った作品が上演されている。まず 2019 年 3 月
には、OSK 日本歌劇団が「Salieri&Mozart～愛と憎しみの輪舞」を上演した。この作品は、
上島雪夫が作・演出・振付を務め、モーツァルトとサリエリ二人の関係性をテーマとした物
語を歌劇のタッチでミュージカル化したものである。シェーファーの描いた舞台「アマデウ
ス」の描いた、モーツァルトの才能に嫉妬し苦悩するサリエリ、というイメージを核に、嫉
妬するサリエリ像を踏襲しつつそれにとどまらないサリエリ像を提示した作品となった。 
 その他歌劇のジャンルにおいては、2019 年 11 月、12 月に宝塚歌劇団星組が「ロックオ
ペラ モーツァルト」を上演している。この作品は、フランスで 2009 年に上演されたミュ
ージカル作品 L’operarock Mozart を原作に、石田昌也が潤色・演出を担当したものである。
原作 L’operarock Mozart は 2009 年にパリで初演して以来、翌年からのフランス国内ツア
ーやヨーロッパツアーで通算 150 万人を動員しており、その後もアジアをはじめ世界各地
で上演され、日本でも 2013 年に制作ネルケプランニング、演出フィリップ・マッキンリー
によるモーツァルトとサリエリ役のダブルキャストミュージカル「ロックオペラ モーツ
 
クラシカル・クロニクル 1/5 オーケストラ音楽朗読劇『サリエリ』＆12/5 ドラマ CD 発売
（@Cla_Chronicle）「サリエリの楽曲が日本にてなかなか演奏される機会が無いのは、総譜とパート譜自
体の流通がなかなか無いからだと思われるのですが、今回オーケストラ用の楽譜制作をしたことでサリエ
リのオケ曲の演奏が実現し、聴いていただいてとても面白いなと思っていただける方が増えたならば幸い
です。」、2020/1/6、0:44、Tweet（https://twitter.com/Cla_Chronicle/status/1213848716378918914） 
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ァルト」が上演されている31。宝塚版においては、星組トップコンビ礼真琴・舞空瞳のお披
露目公演でもあった。また、原作と比べると、エピソードの追加やナンバーの歌い手変更・
削除、そのほか第 2 部から登場のサリエリを第一幕から登場させ、サリエリとモーツァル
トの関係を描き込むなどの「宝塚化」を行った、と石田が発言している32。 
 2020 年 1 月には、前項で触れたが、プロジェクト「クラシカル・クロニクル」の音楽朗
読劇第一弾として「Op.01「マエストロ・アントニオ・サリエリ」」が公開された。朝倉瑛に
よる原案・シナリオ監修、こなつ葉月による脚本で、アントニオ・サリエリを主人公に据え、
彼を取り巻くモーツァルト、ダ・ポンテ、ヨーゼフ 2 世、マリー・アントワネットの登場す
るエピソードとなっている。モーツァルト毒殺疑惑のあるサリエリ像から、皇帝からの寵愛
も厚く才能豊かなオペラ作家のサリエリ像を打ち出した点がサリエリを扱ったこれまでの
創作群と一線を画するほか、すでに言及した通り、生オーケストラの演奏を伴った舞台33で
あったこと、そしてエピソードに合わせた楽曲選択の中で、今まで注目の当たってこなかっ
たサリエリのオペラ楽曲を復興した点に特殊性がある。 
 
 以上、2018 年から 2020 年にかけて上演・上映されたサリエリの登場する作品を概観し
た。最後に、以上の項目で取り扱うことのなかった事項について見る。 
 
その他サリエリを扱った活動等 
 以上のサリエリブームを受けての講演会、楽曲への注目、創作作品の上演・上映をざっと
見たところでも明らかであるが、2018 年 4 月以前にはほとんど注目されず、埋もれていた
サリエリにかかわるコンテンツの動向は、もちろん経済的にも注目の集まるところとなっ
た。 
 時事的なトレンドになっている商品やサービス、ビジネスに関する記事を扱っている月
刊誌・日経トレンディ（日経 BP）は、2019 年 12 月号、2020 年 1 月号と前後編で、サリ
エリブームのもとともなった「Fate/Grand Order」を扱っている。「謎めいたヒット現象を
ひもとく FGO 経済圏」という特集を組み、2019 年 12 月号では、スマートフォン向けアプ
リゲームの中でも高い売り上げを誇るゲームであることを皮切りに、リアルイベントの開
催、様々な商品・ブランドとのコラボ、そして前述の通りゲームキャラクターのモデルにな
った歴史が知りたい、という欲求を基にする関連書籍の売り上げ増などを扱っている。 
 それに続く 2020 年 1 月号ではｓ「FGO 経済圏」の後編が予定されており、出版までの
1 か月の準備期間の間に日経トレンディ編集部の公式 Twitter アカウントから「経済効果と
 
31 ネルケプランニング「『ロックオペラ モーツァルト』公式サイト」http://www.mozart2013.jp/（現在
リンク切れだが、web アーカイブから閲覧可能：
https://web.archive.org/web/20121110092548/http://www.mozart2013.jp/） 
32 宝塚歌劇団（2019）「フレンチ・ミュージカル ロックオペラ モーツァルト パンフレット」p. 7 
33 生演奏を伴った舞台作品としては、フランスで公演した L’operarock Mozart では、生オーケストラと
バンド演奏を伴っている。 
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いえばこのサーヴァントというお薦めがあれば教えてください」と問いかけたところ、多く
から名前が挙がったキャラクターとしてアントニオ・サリエリが取り上げられた34。雑誌の
表紙には「サリエリ謎ブームの裏側」との煽り文と、「Fate/Grand Order」に登場するアン
トニオ・サリエリのキャラクターイラストが挿入されるという事態になった。ここまで本論
が概観してきたような、「Fate/Grand Order」によるサリエリブームのコンテンツ展開の一
部が、「FGO経済圏」という特集の後編の顔を担った形になる。 
 
 一般向けのメディアにおけるサリエリの名前の露出はほかでもあり、2019 年 7 月 5 日の
読売新聞関西版のかんさいエンターテインメント欄にサリエリが取り上げられている35。記
事の中では、「Fate/Grand Order」におけるサリエリの登場がきっかけになり、「サリエリ
スト」という熱心なファンを指す言葉が誕生したこと、そして舞台化や演奏会の企画が相次
いだことを取り上げている。具体的なイベントについては、大阪で上演された、前述の OSK
日本歌劇団「Salieri&Mozart～愛と憎しみの輪舞」や室内楽団日本テレマン協会による定
期演奏会に触れている。 
 そのほか、NAXOS Japan の主催する YouTube LIVE におけるトークライブが 2018 年 8
月メインゲストに音楽ライターである白沢達生を招いた「いまだから語る！音楽家アント
ニオ・サリエリ」36と 2019 年 12 月ゲストに音食紀行・遠藤雅司、ナビゲーターに音楽ライ
ター・白沢達生を招いた「「サリエーリと彼と彼女のお菓子な食卓」」37が開催されている。 
 また前述した音食紀行は、すでに取り上げたイベント以外にもサリエリにかかわるイベ
ントを開催しており、2019 年中に日本各地の都市で「サリエリスイーツ」を開催したほか、
大阪で「サリエリ料理教室」を行っている。 
 また、音食紀行（代表・遠藤雅司）はサリエリの人物像を音楽・食と絡めて描き、また彼
の生きた時代の歴史背景を交えて書いた、『宮廷楽長（カペルマイスター）サリエーリのお
菓子な食卓―時空を超えて味枠オペラ飯（メシ）』（春秋社）を 2019 年 11 年に発表してい
る。 
 当該書籍のいくつかのエピソードが書き残されたサリエリの伝記は、1827 年、サリエリ
の没後すぐに Ignaz Franz Edler von Mosel によって Über das Leben und die Werke des 
Anton Salieri（Wallishausser）38として発表されているが、この伝記はドイツ語で書かれ
 
34 三谷弘美・吉成早紀（2019）「知られざるヒットの源泉に迫る FGO 経済圏」、『日経トレンディ』456 号
（2020 年 1 月号）、p. 186、日経 BP 
35 青木さやか「サリエリ様 華麗なる復権―モーツァルト毒殺 風評の作曲家」読売新聞、2019/7/5、大
阪夕刊、p. 2 
36 naxos japan「【トーク LIVE アーカイブ】いまだから語る！音楽家アントニオ・サリエリ」Online 
video YouTube、2018/8/16、https://www.youtube.com/watch?v=HSI-hXvIc5M 
37 naxos japan「【トークライブ「サリエーリと彼と彼女のお菓子な食卓」#サリ菓子 2019 年 12 月 6 日 
19:00～」Online video YouTube、2019/12/6、https://www.youtube.com/watch?v=jsgj1_vG9EE 
38 Mosel, Ignaz von. Über das Leben und die Werke des Anton Salieri. Wien, Wallishausser, 1827、バ
イエルン州立図書館のデジタル資料から無料で見ることができる。 
https://reader.digitale-sammlungen.de/de/fs1/object/display/bsb10600260_00005.html 
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ており、いまだに邦訳がない。これに大量の注を加えたサリエリ研究家の Rudolph 
Angermüller による校訂版39も同じく翻訳がない。この、サリエリ本人から伝記執筆を任さ
れたモーゼルによるサリエリ伝を読み解くゼミが、千葉大学において 2019 年 10 月から開
催されている。発起は本論筆者によるもので、同大学有志学生を中心に、他大学の希望学生
が参加し、週一程度で現在も開講中である。ゼミで読んだ分について文法事項や解釈のヒン
ト、また副資料等を一般に公開するブログ40を運営中のほか、ゼミの活動を広報する Twitter
アカウント41を運営している。広報 Twitter は 2020 年 2 月現在 300 フォロワーを超えてお
り、学術的な分野についてもブームをきっかけにして引き続き注目を集めていることがわ
かる。 
 
おわりに 
 ここまで、ポップカルチャー作品をきっかけにした 2018 年から 2020 年においてのサリ
エリブームとそれに関する文化復興イベント・コンテンツを概観してきた。アントニオ・サ
リエリ一人を取り上げても、作品登場とキャラクター人気を挟んでポップカルチャー分野
に留まらない影響を波及させたことは明らかであるように思われる。 
 ただし留意すべきなのは、例えばゲーム作品をもとにした媒体を超えてのコラボレーシ
ョン、舞台化など他媒体への展開というコンテンツ興隆は現代においてそこまで珍しいも
のではなくなったが、その中でも特に学術分野、ハイカルチャーにまで興味を持つ層の発生
というのはごく一握りのファンの動向ではある、ということである。また特に「Fate/Grand 
Order」を例にとった場合には、2020 年 2 月現在では、2019 年 11 月に 1800 万ダウンロ
ードを突破するというユーザーの多さ、また歴史上・伝説上の人物をサーヴァントとして従
えるという物語上の特徴が、実際の人物の伝説や伝記にアクセスしたいという層を喚起す
るという特徴が強くあると考えられる。 
 しかし、「Fate/Grand Order」以外にも、擬人化した刀剣男子を従える刀剣育成シミュレ
ーション「刀剣乱舞」（DMM GAMES・nitro+）42のブームによる、女性ファンを中心にし
た現実にある刀剣ブーム、また冒頭で名前の挙がった、文豪をモデルにしたキャラクターが
多数登場する育成シミュレーションゲーム「文豪とアルケミスト」DMM GAMES）43のフ
ァンによる文学作品の受容、宮崎駿によるマンガ作品『風の谷のナウシカ』の歌舞伎化44な
ど、ポップカルチャーをもとにした学術分野やハイカルチャーへの接続は枚挙にいとまが
ないこともまた確かである。 
 
39 Mosel, Ignaz von/Bearbeitet und kommentiert: Angermüller Rudolph. Über das Leben und die 
Werke des Anton Salieri.Bad Honnef, Karl Heinrich Bock, 1827/1999 
40 サリエリ読むゼミ「サリエリ読むゼミ」http://blog.livedoor.jp/salieri_seminar/ 
41 サリエリ読むゼミ（@SalieriSeminar）https://twitter.com/SalieriSeminar 
42 DMM GAMES・Nitroplus「刀剣乱舞（とうらぶ）-公式-DMM GAMES」
http://www.dmm.com/netgame/feature/tohken.html 
43 DMM GAMES「文豪とアルケミスト-公式-DMM GAMES」https://bungo.dmmgames.com/ 
44 松竹株式会社「新作歌舞伎 風の谷のナウシカ 公式ウェブサイト|松竹」https://www.nausicaa-
kabuki.com/ 
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 以上のことから、ポップカルチャーを発端とする文化振興の動向を考察することを目的
とした本稿は、ポップカルチャーをきっかけにした文化振興への要求、またコンテンツの展
開を注視しつつ、アカデミーの分野からどのような情報提供ができるか、また継続的な学
術・ハイカルチャーへのアクセスを行うかについてさらなる注意を求めるものである。 
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